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答
不特定多数の

利益を増進

やまなみ活性協議会
補助金830万8千円

平
成
14
年
に
、
日
高
村
へ

選
果
場
を
造
る
た
め
に
補
助

金
を
出
し
た
経
過
が
あ
る
。

協
議
会
、
ト
マ
ト
選
果
場

建
築
費
、
410
万
６
千
513
円
、

町
補
助
金
300
万
、
受
益
者
負

担
101
万
６
千
513
円
間
違
い
な

い
か
。
選
果
場
を
建
設
す
る

た
め
の
建
物
撤
去
代
、
フ
ェ

ン
ス
、
舗
装
に
つ
い
て
の
金

額
は
。

補
助
金
に
つ
い
て
の
公
益

性
と
は
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
間

違
い
な
い
。

公
益
性
に
つ
い
て
は
、
不

特
定
多
数
の
方
の
利
益
を
増

進
す
る
こ
と
。

撤
去
代
334
万
７
千
400
円
、

フ
ェ
ン
ス
工
事
費
77
万
円
、

舗
装
工
事
費
92
万
円
。

問

岡
田
良
成

答

竹
本
企
画
課
長

答

岡
崎
総
務
課
長

建
物
の
裏
ま
で
立
派
な
フ
ェ

ン
ス
。
舗
装
、
個
人
で
は
で

き
な
い
。

道
の
修
繕
工
事
の
要
望
を

し
た
が
、
何
年
も
で
き
な
か

っ
た
。
選
果
場
の
お
か
げ
で

す
ぐ
で
き
て
、
地
域
の
方
は

喜
ん
で
い
る
。

や
ま
な
み
活
性
協
議
会
の

選
果
場
は
20
万
は
値
引
き
を

し
て
も
ら
っ
た
と
の
話
。
な

ら
ば
、
修
正
変
更
届
を
出
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
決
算

は
、
20
万
の
値
引
が
な
い
401

万
６
千
513
円
町
に
提
出
し
て

い
る
の
か
。

金
額
が
変
更
に
な
る
と

は
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

問

岡
　
田

答

竹
本
企
画
課
長

今
後
調
査
し
、
領
収
書
も
確

認
す
る
。

決
算
書
は
401
万
６
千
513
円

の
事
業
費
で
、
交
付
金
300
万

円
で
あ
る
。

フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

区
長
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
の
か
、
や
ま
な
み
活
性
協

議
会
の
会
長
な
の
か
。

そ
の
ほ
か
補
助
金
は
。

区
長
で
は
な
い
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

県
道
の
上
部
で
も
あ
る
た
め
、

利
用
者
の
安
全
性
を
考
慮
し

た
。お

お
く
ぼ
団
地
に
土
地
造

成
費
、
暴
風
ネ
ッ
ト
、
水
抜

き
ボ
ー
リ
ン
グ
、
総
事
業
費

770
万
８
千
716
円
の
事
業
に
対

し
、
530
万
８
千
円
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。

土
地
造
成
費
、
受
益
者
負

担
106
万
１
千
570
円
、
水
抜
き

ボ
ー
リ
ン
グ
283
万
５
千
円
、

補
助
金
212
万
６
千
円
、
受
益

者
負
担
70
万
９
千
円
と
あ
る

が
、
内
容
の
説
明
を
。

土
地
造
成
費
の
受
益
者
負

担
は
領
収
書
を
確
認
し
、
支

払
わ
れ
て
い
る
。

水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、

補
助
金
の
212
万
６
千
円
は
支

払
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

答

岡
崎
総
務
課
長

答

大
野
産
業
建
設
課
長

問

岡
　
田

問

岡
　
田

答

大
野
産
業
建
設
課
長

怠たる
変更届

トマト選果場

虚偽の
決算書



名
野
川
小
学
校
跡
地
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
質
問

に
対
し
、
鎌
倉
課
長
は
答
弁

で
検
討
す
る
と
発
言
が
あ
っ

た
が
、
検
討
の
結
果
は
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
要
望

は
ま
だ
上
が
っ
て
な
い
が
、

今
後
地
域
が
有
効
な
活
用
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
件
で
は
、

個
々
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な

声
が
あ
っ
た
が
、
合
併
前
に

旧
名
野
川
地
域
住
民
が
、
名

野
川
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建

設
を
要
望
し
た
経
緯
が
あ
る
。

実
際
に
駐
車
場
で
生
き
る

土
地
に
な
る
か
、
町
民
の
た

め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

が
生
き
る
土
地
に
な
る
か
、

正
ノ
石
地
区
だ
け
で
な
く
町

民
の
声
を
聞
き
、
建
築
の
検

討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

名
野
川
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
建
設
予
定
地
と
し
、
取
得

し
た
土
地
（
１
千
725
万
円
）

が
、
な
ぜ
駐
車
場
に
な
っ
た

の
か
。

地
域
の
駐
車
場
と
し
て
、

ま
た
正
ノ
石
、
竹
屋
敷
、
大

平
の
自
主
防
災
会
議
の
拠
点

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
維

持
管
理
上
舗
装
し
て
整
備
を

し
た
。
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問

岡
　
田

決
算
書
に
は
、
支
払
済
に

な
っ
て
い
る
が
、
虚
偽
の
決

算
申
告
で
あ
る
。
９
月
の
議

会
に
、
監
査
委
員
に
一
般
質

問
で
質
問
す
る
。

四
国
ト
ラ
イ
社
は
、
当
然

未
収
金
で
挙
げ
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
辺
の
調
査
を
監

査
委
員
に
お
願
い
す
る
と
同

時
に
、
法
的
な
処
置
も
考
え

て
い
る
。

執
行
部
も
ず
さ
ん
な
交
付

金
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
不
審
に
思
う
。

総
合
計
830
万
８
千
円
補
助

金
を
出
し
て
い
る
が
、
き
ち

ん
と
し
た
決
算
書
を
出
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

補
助
金
は
、
貴
重
な
住
民

か
ら
い
た
だ
い
た
税
金
で
あ

り
、
説
明
の
で
き
る
執
行
を

し
、
指
摘
を
受
け
た
点
に
つ

い
て
は
、
十
分
精
査
を
し
て

い
く
。 答

町
　
長

問

岡
　
田

答

岡
崎
総
務
課
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

答

鎌
倉
保
健
福
祉
課
長

名
野
川
小
学
校
は
現
在
休

校
で
、
平
成
18
年
度
に
は
補

助
制
度
に
よ
る
耐
震
工
事
も

完
了
し
て
い
る
教
育
施
設
で

あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
に
つ
い
て
、

私
か
ら
ど
う
こ
う
言
え
る
立

場
に
な
い
、
理
解
願
う
。

有効な土地利用

水抜きボーリング

土地造成・暴風ネット



バ
イ
オ
マ
ス
事
業
で
パ
ル

プ
材
の
持
ち
込
み
は
、
自
由

に
で
き
て
い
た
。

４
月
よ
り
林
産
組
合
で
、

員
外
の
持
ち
込
み
は
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。

多
額
の
補
助
金
や
貸
付
金

を
行
っ
て
い
る
同
組
合
、
公

益
性
を
見
失
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
が
。

趣
旨
は
、
組
合
員
の
事
業

を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。

基
本
は
、
組
合
員
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ

は
、
買
っ
た
業
者
に
お
願
い

し
て
ほ
し
い
。

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
町

内
の
業
者
を
紹
介
し
、
回
収

で
き
る
か
検
討
す
る
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成24年8月10日発行 第28号　（12）

高
新
「
声
の
ひ
ろ
ば
」
に

投
稿
が
あ
っ
た
。

し
も
な
の
郷
よ
り
上
流
に

大
量
の
ゴ
ミ
が
投
棄
し
て
あ

り
、
６
月
３
日
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
収
集
活
動
を
行

っ
た
。（
２
ｔ
車
２
台
）

快
適
で
美
し
い
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
不
法
投
棄
を
防

止
す
る
た
め
一
層
対
策
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
対
策
は
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
た
今
回
の
ゴ
ミ
収
集
は
、

環
境
の
美
化
に
と
ど
ま
ら
ず

意
識
の
高
揚
に
な
っ
た
。

広
報
や
区
長
会
を
通
じ
、

お
願
い
を
し
て
い
く
。

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
、
不
法
投

棄
し
た
者
に
回
収
さ
せ
る
の

は
当
然
だ
が
、
見
つ
か
ら
な

い
時
の
対
応
は
。

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
を
家
に
置

き
困
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

答 難しい

家庭のリサイクルゴミ回収は

問

藤
野
格
昭

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

片
岡
町
民
課
長

問

藤
　
野

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

町
　
長

答

町
　
長

お
金
は
出
し
て
も
い
い
が
、

町
に
回
収
で
き
な
い
か
と
の

声
も
あ
る
が
。

県
の
監
視
員
と
連
携
を
取

り
、
見
つ
け
た
ら
注
意
喚
起

の
看
板
を
立
て
る
。

家
庭
の
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ

ミ
、
町
が
処
理
す
る
の
は
難

し
い
。

ペ
レ
ッ
ト
設
備
は
、
ど
こ

の
業
者
が
利
用
し
て
い
る
の

か
。組

合
に
新
規
加
入
者
は
、

い
る
の
か
。
搬
入
促
進
事
業

一
般
個
人
は
恩
恵
に
授
か
っ

て
い
な
い
。
組
合
優
遇
に
見

え
る
。

個
人
林
業
家
が
ほ
か
に
パ

ル
プ
材
を
持
っ
て
行
っ
た
場

合
、
補
助
対
象
と
な
る
の
か
。

組
合
に
新
た
に
入
会
し
た

と
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
問

い
合
わ
せ
は
あ
る
。

支
援
は
組
合
を
通
し
て
の

話
で
、
全
て
個
人
ま
で
と
い

う
形
に
は
な
ら
な
い
。

員
外
利
用
も
い
く
ら
か
い

け
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

検
討
し
て
い
る
。

ペ
レ
ッ
ト
は
池
川
木
材
工

業
が
利
用
し
て
い
る
。

パルプの持ち込み自由に

組合員に答

中津公園線ボランティアでゴミ収集



が
上
が
っ
て
い
る
。
久
万
高

原
町
で
は
、
地
元
の
面
河
川

漁
協
が
臨
時
理
事
会
で
設
置

に
同
意
。

し
か
し
、
住
民
グ
ル
ー
プ

や
Ｊ
Ａ
な
ど
が
建
設
反
対
を

求
め
る
運
動
を
始
め
て
お
り
、

清
流
仁
淀
川
の
イ
メ
ー
ジ
を

守
る
た
め
に
も
、
情
報
収
集

に
努
め
る
べ
き
だ
。

本
県
で
も
、
仁
淀
川
を
守

る
会
や
仁
淀
川
漁
協
な
ど
か

ら
、
久
万
高
原
町
長
に
産
業

廃
棄
物
処
分
場
を
許
可
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
要
望
書
や
、

請
願
書
を
始
め
、
ほ
か
の
団

体
か
ら
も
設
置
に
反
対
す
る

要
望
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

清
流
仁
淀
川
の
イ
メ
ー
ジ

や
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を

考
え
、
今
後
の
情
報
に
注
視

し
な
が
ら
流
域
の
市
町
村
と

も
足
並
み
を
合
わ
せ
て
、
産

業
廃
棄
物
処
理
場
設
置
に
は

反
対
を
し
て
い
き
た
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成24年8月10日発行（13） 第28号

答 反対をしていく

久万高原町
産廃計画は

「
仁
淀
川
上
流
に
産
廃
計

画
」
の
記
事
が
載
り
、
正
式

な
事
業
計
画
書
も
未
策
定
だ

が
、
地
元
だ
け
で
な
く
本
県

側
も
建
設
反
対
を
訴
え
る
声

問

藤
原
陽
三

答

大
石
町
長

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

久
万
高
原
町
東
明
神
の

採
石
場
跡
へ
廃
棄
物
処
分

場
を
設
置
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

仁
淀
川
町
議
会
は
地
域
住

民
の
代
表
と
し
て
、
愛
媛
県

久
万
高
原
町
東
明
神
採
石
場

跡
に
計
画
さ
れ
て
い
る
、
産

業
廃
棄
物
処
理
場
の
設
置
に

断
固
反
対
し
、
そ
の
計
画
の

同
意
並
び
に
設
置
の
許
可
を

し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る

意
見
書
を
地
方
自
治
法
99
条

の
規
定
に
よ
り
、
愛
媛
県
知

事
、
久
万
高
原
町
長
に
提
出

し
た
。

○
高
校
授
業
料
無
料
化
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書

久万高原町産廃計画予定地


